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本学では海外学術交流協定大学との活発な交流・学生交換
留学を推進しています。今回は半年間の留学を終えた2人か
ら、体験記とこれから留学を考えている学生に向けてメッセー
ジをいただきました。

　ハノーバー専科大学の講義では、現地の学生らが積極的に参
加している姿勢が印象に残りました。自由に質問したり、自身の考
えを共有したりして、理解を深めていました。また、他の留学生との
交流も刺激的で、お互いの国の文化について話す、料理を振る
舞ってもらうなど貴重な体験となりました。現地の生活では、公用語
はドイツ語であるにも関わらず、特に若い方は英語で対応してくれる
ことが多かったです。街の案内なども英独表記が多く、日本よりも外
国人が暮らしやすい環境だと思いました。ハノーバーは治安の良い
街ですが、街中にホームレスがいたり、お金を求められたりといった
こともありました。
　半年間の留学を終えて、自分の語学力が未熟であることを痛感
しました。留学まで自分なりに学習してきたつもりでも、授業や日常
会話に慣れるにはかなりの時間を要しました。今回の経験が無駄
にならないよう、引き続き英語学習を続け、将来の選択肢を広げて
いきたいと思います。
　本学にはさまざまな留学プログラムがあり、特に短期の海外交流
プログラムは初めての海外渡航におすすめです。私自身、1年生の
時に海外交流プログラムに参加したことが、今回の留学の後押し
となりました。大学生は自由に
使える時間が多く、どのようなこ
とに時間を費やすかが重要で
す。学生生活で得た知識、体
験が、自分のベースとなって今
後の人生に関わってくると思い
ます。留学に限らず、興味、関
心のあることには積極的に挑
戦し、実りのある学生生活にし
てほしいです。

情報科学研究科（博士前期課程）2年　久木 若菜
ひさぎ わかな

　私は、高校生の頃に初めて見た韓国ドラマをきっかけに、韓国に
興味を持ち始めました。それまでは韓国に興味が一つもなかった
私。そんな私が留学することになるとは。たった一本の韓国ドラマが
私を変えたのです。
　大学に入ったら、絶対に韓国に留学すると心に誓っていた私で
すが、周りの友人たちは、「将来、韓国語を使った仕事をしたい」、
「韓国で市場調査をしたい」などのかっこいい理由を持っている一
方、私は「韓国が好きだから」という単純な理由だけだったので、い
ざ留学する前には二の足を踏んでいました。
　そんな気持ちの中、韓国に渡り留学生活をスタートしました。もと
もと人見知りで家にこもりっきりだった私ですが、韓国では、積極的
に話しかけサークル活動に参加したり、頻繁に外に出掛けたりして
いました。それは「韓国が好きだから」という理由があったからだと実
感しています。私は、留学には、かっこいい理由はなくても、ただ「好
き」という理由だけで十分だと思います。留学生活を通じて、韓国の
友人もでき、行きたかった場所、食べたかった本場の韓国料理も全
て満喫することができました。そして何より、留学する前よりも韓国の
ことが好きになっていました。次
の目標は、ワーキングホリデー
制度で韓国に行くことです。
　皆さんも自分の好きなものを
堂 と々好きでいてください。そし
て、多くの人と出会って、行きた
い国・地域に行ってみてくださ
い。「好き」が自分を変えてくれ
るはず！

国際学部国際学科4年　奥谷 眞子
おくたに まこ

留学体験記
本学では、画像の投稿を通じ本学の魅力を再発見することを目的として、学生および教職員向けに「画像投稿サイト」（学内限定）を開設しました。

第11回となる今回は、「市大私のお気に入り」をテーマに写真を募集しました。このサイトに投稿された作品の中から、2022年2月、最優秀賞および

優秀賞を決定しました。（※学年は受賞当時）

《優秀賞》 《優秀賞》

《最優秀賞》 《優秀賞》

写真でみる市大ライフ

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　広報委員会
○E-mail ： kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel ： 082-830-1666　○Fax ： 082-830-1656
WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 広報委員会
発行日／2022年8月１日

在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。活躍する市大人
学ぶことに年齢制限はない、でも早い方がいい

―現在のお仕事につ
いて教えてください。
　平和記念公園の近
くにある広島平和クリ
ニックで診療放射線技
師として勤務しています。
最近では漫画やテレビ
ドラマにもなった『ラジ
エーションハウス』の主人公の職種として知った人もいるのではな
いでしょうか。診療放射線技師になって27年目を迎えています。業
務内容は主に画像診断装置であるCT（コンピュータ断層撮影）、
MRI（磁気共鳴イメージング）、PET（陽電子放射断層撮影）の撮
影と読影補助を行っています。

―社会人学生として市大大学院への進学を決めたきっかけ・理
由などを教えてください。
　市大大学院進学以前にも細 と々研究発表などは行っていました。
しかし、学会発表だけでは自己満足で終わってしまいます。臨床で
役に立つ研究をして多くの人に知ってもらうために論文を書きたい
と考えていましたが、大学を卒業して20年近く経っており、自分の力
だけでは取り掛かることさえできませんでした。そんな時、市大大学
院に自分の専門である医用画像の研究を深められる医用情報科
学専攻が発足されることを知り、入学を決意しました。

―取り組まれている研究について教えてください。
　MRIについての研究をしています。MRIの中でも拡散MRIと呼ば
れる分野の研究です。MRIは主に形態的な画像情報を得る画像
法ですが、拡散MRIは、水分子の拡散を捉えることにより脳のミク
ロな構造や機能を描出することができます。目で見ることのできない
情報を画像にできるところに、魅力を感じています。このような画像
についてディープラーニングにより高精度化する手法を開発し、国
内外の医学系の学会で発表してきました。その結果、日本磁気共
鳴医学会の学術奨励賞を受賞することができました。

―大学院での研究がお仕事で生かされていることがあれば教
えてください。
　大学院での研究が直接臨床現場で生かされるには、さらに研究
を進めていく必要があります。しかし、研究をする中で培われたデー
タを整理する力や文章を書く力などによって、仕事にも良い影響が
あると実感しています。これからも、業務の中で疑問に思っているこ

とや解決したいことなどを研究できればいいと考えています。

―仕事と研究はどの
ように両立されていま
すか。
　広島平和クリニック
が土日も診療している
ため、平日に休みが取
りやすい環境にありま
す。その休みの日を利用して、研究を行っています。おかげで自分の
自由時間は少ないですが、何とか根性だけで仕事と研究を両立し
ています。しかも、私は3人（大学生、高校生、小学生）の子どもを育
てている父親でもあります。いつも仕事や研究を優先してしまい、家
庭がおろそかになっていて、家族には申し訳ないと思っています。こ
こ数年は家族に迷惑をかけてばかりなので、学位を取った暁には家
族サービスに努めたいと思います。

―コロナ禍での生活を過ごしている後輩たちへ、アドバイスを
お願いします。
　コロナ禍で思い描いていた憧れの大学生活とは少し違った生活
を送っている方が多いと思います。講義はともかく、サークル活動や
遊ぶことに関して制限があるのは残念ですが、コロナ禍でしかでき
ないこともあると思います。少しでも楽しい大学生活を送るために、
精一杯の工夫をしてほしいと思います。

―最後に、後輩たちへメッセージをお願いします。
　私は社会人になってから大学院で学ぶ機会を得ました。私のよう
に歳を重ねてから学ぶこともできます。勉強することに遅過ぎること
はないと信じていますが、どうせ勉強するなら若いうちの方が、圧倒
的に将来できることの選択肢が広がります。時間に余裕のある今
だからこそ、遊びも学びも全力で取り組んでほしいです。そして、私が
親の立場で強く言いたいのは、大変な苦労をして、学費や生活費を
援助しているのだから、どうか無駄な時間を過ごさないで！ということ
です。市大という恵まれた環境の中で、何事にも一生懸命に取り組
み、できるだけ多くの経験をしてください。一生懸命取り組んだこと
に無駄なことは一切ありません。

医療法人社団葵会 広島平和クリニック 診療放射線技師（情報科学研究科（博士後期課程）情報科学専攻3年）　佐々木 公さん
ささき こう

佐々木 公（ささき・こう）
情報科学研究科（博士後期課程）情報科学専
攻３年
医療法人社団葵会 広島平和クリニック
診療放射線技師

クリニックの診療放射線技師として働きながら、社会人学
生として本学大学院で研究に取り組まれている佐々木さん
にお話を伺いました。

MRI撮影室

研究室

サークルの集合写真（左下が奥谷さん）

レストランにて

この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自
らが取材をして執筆しました。

漢服研究会
端午節にワークショップを開催

かん ふく

国際学部国際学科2年　石黒 七海
いしぐろ ななみ

①透明になる少し前
福濱 大晃（芸術学部美術学科4年）
ふくはま ひろあき

③研究の一息に
福吉 力（情報科学部システム工学科４年）
ふくよし りき

④夏だー！
西本 夏野（情報科学部情報工学科３年）
にしもと なつの

②秋の恋時間
渕上 真愛（情報科学部１年）
ふちがみ まな

　６月３日（金）に、広島市立大学学生会館において漢服研究会
の端午節イベントが開催された。漢服研究会の発足は今年5月か
らで、部員数は12人ほどの新しい研究会である。この研究会では、
中国人留学生だけでなく日本人も多く参加しており、異文化交流が
盛んに行われている。
　中国の端午節では、南方でドラゴンボートレースが開催されたり、
粽（ちまき）を食べ厄除けとしてヨモギの束などを飾ったりする風習
がある。研究会の部員は、粽に使う笹の葉やナツメ、また中国の伝
統衣装などを用意し今回の端午節に臨んだ。粽づくりは笹の葉を
三角錐の形になるよう折り曲げ器にすることから始める。実際に体
験してみたが、きれいな三角錐を作ることはなかなか難しい。器が完
成するとその中にもち米、ナツメなどを敷き詰め、加熱の際に中身が
溢れないよう紐できつく縛っておく。ここまでが一連の流れである。
訪れた人は、一緒に粽づくりや中国の伝統的な結び紐である五彩
紐づくりなどを体験し、「コロナウイルスでこうしたワークショップなど
が開催されなかったので、来てみてよかった」と語った。
　本学には多くの留学生が在学しているが、特に中国人留学生
は、コロナ禍によるロックダウンで本国に帰国できなかった学生が
多い。そのため、研究会部長の芸術学研究科（博士後期課程）３
年の封帆さんは、日中での文化交流のみならず故郷に帰ることがで
きない学生にも楽しんでもらえるようにと、このイベントを企画した。さ
らに、副部長の国際学部3年中嶋未歩さんは、「今回のイベントで
中国文化を知ってくれる人が増え、日中友好の懸け橋になれたら」
と語った。

学生リポート

訪れた人に粽の作り方を説明している様子

おめでとうございます
■情報科学研究科と情報科学部の学生らが2021年度（第72回）電気・情報関
連学会中国支部連合大会で受賞
　2021年10月、情報科学研究科（博士前期課程）２年の勝坂優希さんと秦将裕さ
ん、情報科学部情報工学専攻４年の伊井克海さんが「電子情報通信学会中国支
部連合大会奨励賞」を受賞。

■芸術学部、芸術学研究科の学生らが第75回姫路市美術展で受賞
　2022年２月、芸術学部美術学科３年の三坂日奈子さんが「姫路市教育委員会賞」、
芸術学研究科（博士前期課程）１年の松井咲樹さんが「姫路市商工会議所会頭
賞」を受賞、同研究科（博士後期課程）１年の影井享平さんが入選。

■情報科学研究科の学生が電子情報通信学会人工知能と知識処理研究会で受
賞
　2022年２月、情報科学研究科（博士前期課程）１年の寺岡純さんが「電子情報通
信学会人工知能と知識処理研究会研究奨励賞」を受賞。

■芸術学部の学生が瀬戸内の風マルシェ～若手アーティストと育む海辺の街～
で入賞
　2022年３月、芸術学部デザイン工芸科４年の浅井優人さんのお土産品のパッケー
ジデザインが入賞。

■国際学部卒業生が2022年度海外留学支援制度（大学院学位取得型）に合格
　2022年3月、国際学部卒業生の堀亜佳音さんが、日本学生支援機構の2022年
度海外留学支援制度（大学院学位取得型）に合格。この留学に対し、海外留学支
援制度による支援が行われ、堀さんは本学からの本制度合格者２人目です。

■情報科学研究科の学生が電子情報通信学会中国支部で受賞
　2022年３月、情報科学研究科（博士前期課程）２年の森重玲生さんが電子情報
通信学会中国支部より令和2年度、令和3年度の「学生功労賞」を受賞。

■情報科学研究科の教員らの学術論文が、アメリカ化学会発行The Journal 
of Physical Chemistry B誌のSupplementary Coverとして選出
　2022年３月、情報科学研究科の齋藤徹講師と鷹野優教授の学術論文が、アメリ
カ化学会発行のThe Journal of Physical Chemistry B誌のSupplementary 
Coverとして選出。

■情報科学研究科の教員が広島テックプラングランプリで受賞
　2022年３月、情報科学研究科の梶山朋子准教授のチーム「Ringles」が「トータテ
賞・日本ユニシスBIPROGY賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生がＫＤＤＩ財団調査研究助成に採択
　2022年３月、公益財団法人ＫＤＤＩ財団の2022年度調査研究助成に情報科学研
究科（博士前期課程）２年の青木信雄さんが採択。

■情報科学部の学生が第17回日本感性工学会春季大会で受賞
　2022年4月、情報科学部システム工学科４年の谷田部笙太さんの論文が「優秀
発表賞」を受賞。受賞論文の内容は、マツダとの共同研究成果である研究につい
て。

■いちだい知のトライアスロン2021年度コメント大賞表彰式を実施
　2022年４月、附属図書館「いちコモ」において、2021年度コメント大賞の表彰式を
実施。

■芸術学部の学生が第50回伝統工芸日本金工展で受賞
　2022年５月、第50回伝統工芸日本金工展の21＋部門において、芸術学部デザイ
ン工芸学科４年の河田歩里さんが「21＋金工部会賞」を受賞。

※学年、役職は受賞当時

市大ニュース
■2021年度後期オンライン国際交流・異文化理解プログラム（タイ）を実施
　協定校のシラパコーン大学（タイ・バンコク市）の学生と2021年12月15日から
2022年1月26日までの間に計５回、Zoomによるオンライン国際交流・異文化理解
プログラムを実施しました。本学から９名、シラパコーン大学で日本語を学んでいる学
生28名がこのプログラムに参加しました。

■市大生チャレンジ事業の実施報告会を開催
　2022年2月、2021年度「市大生チャレンジ事業」の実施報告会を開催。採択され
た3件のプロジェクトについて学生がオンラインで報告を行いました。活動に携わっ
た学生たちが、来場した教職員等へ、活動内容、成果、そして今後の課題などパワー
ポイントを用いて分かりやすく発表しました。

■安佐南区役所で展示の芸術作品を入れ替えました
　2022年3月、あさみなみ芸術化構想の一環として広島市安佐南区役所に展示して
いる、本学芸術学部学生と卒業生の作品の入れ替えを行いました。2023年3月ま
で展示する予定ですので、お立ち寄りの際はぜひご覧ください。

■「マツダ・広島市立大学芸術学部共創ゼミ」作品発表会を実施
　2017年度に開講し、2021年度が第２期（３年間）の２年目となる「マツダ・広島市
立大学芸術学部共創ゼミ」では、テーマを「弥山霊火堂消えずの火灯火台デザイ
ン」として各分野の学生15名が灯火台デザインをテーマにしたクレイモデルの作品
制作に半年間取り組み、その後、８名の学生が本製作を行い、その完成作品を発表
しました。

■2021年度教員表彰式を実施
　2022年３月、教員表彰式を実施。若林学長から、受賞者に対し表彰状が授与され
ました。教員表彰制度は、教育、研究、大学運営および社会貢献の活動分野にお
いて、顕著な実績を残した教員を表彰するものであり、2021年度は30名が選出さ
れました。

■入学式を挙行しました
　2022年４月、本学講堂大ホールで2022年度（令和４年度）入学式を挙行しました。

■ネットワンシステムズ奨学金に係る覚書調印式を実施
　2022年４月、広島市立大学はネットワンシステムズ株式会社（本社：東京都千代田
区/代表取締役：竹下隆史氏）と奨学金に関する覚書調印式を行い、ネットワンシス
テムズ奨学金が創設されました。

■広島市立大学サークルRe.licのメンバーが祭り「えんこうさん」に参加
　広島市立大学サークルRe.licのメンバー約20名が、広島駅前大橋下流にある「猿
猴橋」の復元を記念して開催される祭り「えんこうさん」に参加してお祭りを盛り上げ、
広島駅周辺地域の賑わいづくりに協力しました。

■産学連携教育がスタート！
　2022年４月、企業・自治体様等に大学で講義を受け持っていただき、地域社会や地域
産業界に根ざした人材を育成する「産学連携教育」が情報科学部でスタートしました。

■広島市立大学塾（市大塾）４期生修了式を実施
　2022年４月、広島市立大学塾４期生の修了式を実施。若林塾長（学長）から、修了
証の授与とともに、修了生に向けて、「今後も塾で学んだこと、経験したことを糧とし
て、学びを続けていってほしい」との激励が送られました。また、修了生一人一人から、
「自分がさまざまな点において成長した」「塾で学んだことを今後の学生生活や人生
に生かしていきたい」といった感想が語られました。

■名誉教授称号授与式を実施
　2022年５月、教育や学術上、特に功績があったこと等を理由として、2022年４月１日
付けで名誉教授となられた２名の方に対し、若林学長から称号記等が授与されました。

■駐日アイスランド大使が本学を訪問し意見交換しました
　2022年５月、ステファン・ホイクル・ヨハネソン駐日アイスランド大使が本学を訪問。
本学および広島平和研究所の取り組みについて、若林学長、平和研究所の大芝
所長、沖村教授からの紹介とともに、国際情勢の中でのアイスランドの平和維持活
動について意見交換を行いました。

■元サッカー日本代表佐藤寿人氏講演会を開催！
　2022年5月、佐藤寿人氏（元サンフレッチェ広島・元サッカー日本代表）を講師に迎
え、「世界で戦うリーダーに求められる資質とは～切り拓け、自分の未来を～」をテー
マとしたＮＨＫ大学セミナーを本学講堂大ホールで開催しました。

■第５期広島市立大学塾（市大塾）入塾式を実施
　2022年５月、本学附属図書館「いちコモ」で市大塾５期生の入塾式を実施。若林
塾長（学長）は、５期生として選ばれた塾生たちに市大塾の意義を伝え、「ゲスト講師
の話を伺い、現場に出て行ってさまざまな体験をし、塾生同士で討論する中で、自分
なりのリーダー像を見つけ、自分の生き方や行動の基準となるものを培ってほしい」
とメッセージを送りました。その後、来賓の教職員も見守る中、塾生に塾生証が交付
され、一人一人塾生となった抱負を述べました。

■公益財団法人松尾孝記念財団奨学金の奨学生が松尾孝記念財団を訪問
　2022年６月、本学独自の奨学金である「公益財団法人松尾孝記念財団奨学金」
の奨学生１名が当該奨学金を寄附していただいている公益財団法人松尾孝記念
財団を訪問しました。

※学年、役職は受賞当時

10月３日（月） 
10月10日（月・スポーツの日） 
10月29日（土）・30日（日） 
11月3日（木・文化の日） 

11月７日（月）～11月１８日（金） 
11月21日（月）～11月25日（金） 
11月23日（水・勤労感謝の日） 

11月２5日（金） 
12月20日（火） 

12月26日（月）～１月３日（火） 
１月１3日（金） 

１月１８日（水）～１月31日（火） 
２月１日（水）～２月10日（金） 
２月11日（土）～３月３１日（金） 

３月23日（木） 

後期（10月1日～3月31日）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、変更になる可能性があります。

秋季入学式・後期授業開始 
月曜日の授業実施 
大学祭 
木曜日の授業実施 
補講週
第３ターム試験期間 
水曜日の授業・試験実施 
防火・防災訓練の日 
全学休業日 
冬季休業 
開学記念日の振替日 
補講週
後期定期試験 
学年末休業 
春季卒業式 

2022年度　学年暦（後期）

異文化を体感する

ドイツ・ハノーバー専科大学
（海外学術交流協定大学への学生派遣）

「好き」から留学へ

韓国・西京大学校
（海外学術交流協定大学への学生派遣）

平和研究所 河上暁弘 准教授
『戦後日本の平和・民主主義・自治の論点 ―小林直樹憲法学との「対話」に向けて
―』（自治総研叢書37）
2022年6月、敬文堂

この本  ～教員の著書紹介～

2021年度 芸術学部デザイン工芸学科 卒業　川本　実果
「海」（染織造形）（H.3,000×W.3,200×D.20mm）2021年度 卒業制作
卒業制作優秀賞／芸術資料館買上

かわもと みか

表紙作品


